
 

 

 

市場、米国株の値動きは小幅か 「雇用統計待ち」の公算 

株式、日米とも値幅は限定的との見方 

今週の米株式市場は小幅な値動きにとどまる展開か。米国で景気への懸念が和らぎ、追加

利上げのペースを見極めたいとする姿勢が市場で広がる可能性がある。 

 

前週は米国の経済指標で市場予想を上回る内容が相次いだ。7日発表の米雇用統計は、市

場の利上げ見通しを左右する。週末まで、積極的な売買は手控えられるとの見方が多い。 
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非農業部門就業者数の市場予想は約 20万人の増加となっている。楽天証券経済研究所の

香川睦チーフグローバルストラテジストは「想定より強い数字が出て金融引き締めが長期

化する懸念が強まれば、ハイテク株の調整につながる可能性が高い」と指摘する。 

国内では 3日、日銀の全国企業短期経済観測調査（短観）が公表される。企業の景況感は

前回調査から改善するとの見方が目立つ。ただ米株式市場の見通しにくさから、日経平均

株価の値幅は限られそうだ。 

米長期金利に上昇圧力 

今週の米債券市場は長期金利の指標となる 10年物国債利回りに上昇圧力がかかる可能性

がある。米景気が底堅さを見せており、米連邦準備理事会（FRB）の金融引き締めへの警

戒が増している。 

 

https://www.nikkei.com/nkd/company/?scode=8301


前週の米長期金利は一時 3.8%台後半と 3月上旬以来、およそ 3カ月半ぶりの高水準を付

けた。新規失業保険申請件数が前の週から減るなど、雇用情勢の減速感が乏しいことが背

景にある。「FRBが年内に 2回追加利上げをすると予想する投資家が徐々に増えてきた」

（野村証券の小清水直和シニア金利ストラテジスト） 

今週は米サプライマネジメント協会（ISM）の景況感指数や、6月の米雇用統計の発表が

控える。これらの指標が予想に比べ上振れすれば、長期金利は 4%台をうかがう可能性が

ある。 

日本の長期金利は 0.4%前後での推移か。今週は財務省が 10年物国債の入札を予定して

いる。 

円、1ドル=145円はさんだ展開か 

今週の外国為替市場で対ドルの円相場は 1ドル=145円をはさんだ展開か。米金利の先高

観を背景にドル買いの需要が強い半面、145円を超えて円安が進むと政府・日銀の円買い

介入への警戒が高まる。円の下値は限られるとの見方が多い。 



 

前週の円相場は 2022年 11月以来、7カ月ぶりに一時 1ドル=145円台まで下落した。

米連邦準備理事会（FRB）が金融引き締めを続けるとの見方から、米長期金利が上昇。日

米金利差が 3カ月ぶりの水準まで拡大したことが円売り材料になった。 

145円台は政府・日銀が昨年 9月に円買い・ドル売り介入を実施した水準にあたる。前週

は円相場が 145円台まで下落した後、すぐに 144円台後半まで戻る場面があった。市場

では「投資家の介入への警戒は当面くすぶり続け、145円台が定着するには時間がかかる

だろう」（邦銀の為替ディーラー）との声があった。 

原油、一進一退の見通し 

原油相場は一進一退の展開か。米国の利上げ動向をにらみ、経済指標などを材料に売買が

交錯しそうだ。 



 

先週の米原油先物は 1バレル 70ドル近辺で小幅な値動きだった。欧米の中銀による追加

利上げ観測で、景気減速への懸念がくすぶる。その一方で、産油国の減産や原油在庫の減

少による需給の引き締まりも意識された。 

今週は 5日に 6月 13〜14日の米連邦公開市場委員会（FOMC）議事要旨が公表される。

同会合では利上げを停止した一方、2023年末の政策金利見通しを引き上げた。利上げ再

開を重視するような内容が示されると、景気が冷え込むとの観測から原油相場に下落圧力

がかかりそうだ。 



7日には 6月の米雇用統計の発表を控える。労働需要の強さが確認されれば追加利上げが

意識され、原油の売り材料になる。想定を下回るなどした場合は、原油を含めた商品の買

いが進む可能性がある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日経新聞 



 

 

日経 42種が 3カ月ぶり高値 6月末、非鉄など押し上げ 

景気動向に敏感な素材や燃料などの国内の企業間取引を基に算出する日経商品指数 42種

（1970年=100）の 6月末値は 3カ月ぶりに上昇し最高値を更新した。中国の景気対策

への期待で非鉄金属などの国際価格が上昇。円安が急速に進んだ影響が大きかった。需要

低迷により値下がりした品目の影響を上回った。 

42種の 6月末値は 253.798と 5月末から 2.241ポイント（0.9%）上がった。前年同月

比では 1.3%上昇している。 

品目別では非鉄が前月末比で 4.5%上昇した。中国で追加の景気刺激策が検討されている

との見方が広がり、6月中旬に国際価格が上昇。ロンドン金属取引所（LME）の 3カ月先

物を見ると、亜鉛は 14日に終値が 5月末比 11%高まで上昇した。中国の利下げが市場の

想定よりも小幅にとどまったため、月後半にかけて国際相場は軟化したが、為替の円安進

行もあって国内価格は高止まりした。 
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食品も 3.1%上昇した。米国産大豆は 6月に入り米国で乾燥気味の気候が続き、作柄悪化

への警戒が強まったことで反発。為替相場の円安も重なり、価格が上昇した。一方、外食

店や総菜店が使う業務用の大豆油の国内卸値は価格高騰に伴う販売不振や 1〜5月にかけ

ての国際相場の下落傾向を反映して約 6年半ぶりに下落した。 

石油製品もガソリン、灯油、軽油のスポット（業者間転売）価格が軒並み上がった。国内

需要の伸び悩みに合わせ石油元売りが供給を減らした。政府が段階的に補助金を縮小して

いる影響もある。 

実需の低迷で値下がりした品目もあった。化学は 1.6%下がった。合成樹脂などの原料と

なる基礎化学品のベンゼンが値下がりした。原油安に加え、アジア域内の需要が落ち込ん

で需給が緩み、アジア向け価格が 3カ月ぶりに下落。国内価格も下落に転じた。「その

他」に分類される天然ゴムも下がった。中国の自動車タイヤ向け需要が伸び悩んでいる。 



 

木材は国内の戸建て住宅向けの需要が弱い。国土交通省の建築着工統計で 5月の木造住宅

着工数は前年実績を下回る。国産の木を使った構造用合板や木材価格は弱含む。ただ輸入

合板は商社が輸入量を少なく抑え続けたため国内在庫は薄くなっており、「価格は底入れ

した」との声も多い。 

鋼材は横ばいだったが国内需要の鈍さを背景に基調は弱含んでいる。建設関連では中小ビ

ルなどは資材高や人手不足による着工の遅れも目立つ。製造業でも世界経済の減速を受け

て半導体製造装置などの生産は低調だ。電炉大手の東京製鉄は 6月中旬、7月契約分の一

部鋼材の値下げに踏み切った。鋼材価格を引き下げるのは 10カ月ぶりだ。今後は流通段

階でも安値取引が広がる可能性がある。 

https://www.nikkei.com/nkd/company/?scode=5423


三菱 UFJリサーチ&コンサルティングの芥田知至主任研究員は「強弱の材料が交錯する状

況が続いており素材や燃料市況の多くは方向感がはっきりしない。当面、一進一退が続く

のではないか」とみている。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

日本経済 

 

 



 

 

ENEOS HD 投資見合う利益へ意識強く 
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化学工業日報 

 

 



 

 

SAF 日 100万リットル設備  
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B・C重油除き前年越え 燃油国内販売 0.9％増 
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燃料油脂新聞社 

 


